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知床世界自然遺産
地域の概況

■登録
２００５年７月１７日

■所在地
北海道斜里町、羅臼町

■面積 約７１，１００ha
陸域約４８，７００ha
海域約２２，４００ha

■遺産管理機関
環境省、林野庁、北海道



知床世界自然遺産
地域管理計画

目 的

・ 自然遺産としての価値の継承

・ 多様かつ特異な価値の遺産地域

の適正な保全と管理



保護管理計画の実行体制

知床世界自然遺産地域連絡会議知床世界自然遺産地域科学委員会

世界自然遺産地域管理者

環境省
釧路自然環境事務所

林野庁
北海道森林管理局

北海道
環境生活部自然環境課

合
同
開
催

知床世界自然遺産地域適正利用
・エコツーリズム検討会議

科学者による会議
（助言機関）

地域との連携･
協働のための会議

持続的な利用
のための会議

河川工作物アド
バイザー会議

海域ＷＧ

エゾシカ・陸上生
態系ＷＧ

適正利用・エコ
ツーリズムＷＧ

適正利用・エコ
ツーリズム部会

ヒグマ保護管理
方針検討会議

町、漁協、
知床財団等



１ 世界遺産委員会の主な勧告

① 海域管理計画の策定

② 河川工作物の改良

③ エゾシカ保護管理計画の策定

④ エコツーリズムに関する戦略策定



環境省
釧路自然環境事務所

北海道
環境生活部

専門家
（海洋環境、魚類、海棲哺乳類等の分野）

漁業協同組合
羅臼、斜里第一
ウトロ、網走

関係行政機関
海上保安部、水産庁
羅臼町、斜里町など

事務局

海洋生態系の保全
持続的な水産資源利用

海域管理計画の策定
モニタリングの実施

科学的立場から
の助言機関海域ＷＧ

①海域管理計画



第Ⅰ期多利用型統合的海域管理計画
（平成１９年１２月策定）

遺産地域内海域
の海洋生態系の

保全

持続的な水産資
源利用による安定
的な漁業の営み

両立

既存の法制度、自主的管理、自主ルールが基調

海洋生態系の保全の措置、主要な水産資源の維持の方策、
モニタリング手法、海洋レクリエーションのあり方を規定

海洋環境、海洋生態
系の保全、漁業、海
洋レクリエーション基本的な方針



モニタリングについて

１．海洋環境と低次生産
海氷の観測（海上保安庁）

海水温のモニタリング（環境省）

クロロフィルaと水温のモニタリング（環境省）
ロボットカメラによる生物相調査（環境省）

深層水の水質、動物プランクトン調査（環境省）

浅海域の生物相の調査（環境省） など

２．沿岸環境
海洋汚染に関する調査（海上保安庁）

（各機関が実施する調査やモニタリング31項目を計画として位置付け）

３．魚介類

サケ科魚類遡上状況の調査（北海道）

水産現勢による漁獲量の把握（北海道）

スケトウダラの漁業資源評価（水産庁） など

４．海棲哺乳類
トドの資源量調査（水産庁）

アザラシの生息状況の調査（北海道） など

５．海鳥・海ワシ類
海鳥の生息状況の調査（環境省）

オジロワシの生息状況の調査

（オジロワシモニタリング調査グループ）など

６．海洋レクレーション
観光船とレクレーションによる利用動態（環境省）



知床世界自然遺産地域多利用型統合的海域管理計画見直しの概要

＊ＩＵＣＮ評価基準[クライテリア]
・生態系→ 季節海氷による特異な生態系

→ 海洋生態系と陸上生態系の相互作用が顕著
・生物多様性→ 希少、重要種が多数生息・生育

◎見直しにおけるポイント

流氷と海洋生態系の動向から
地球温暖化を含む気候変動の

兆候を監視

海洋・陸上生態系の相互作用

について、栄養循環、ネット

ワーク機能から一層の注視

生態系サービスの地域社会に

もたらす便益を把握するため

社会経済的視点を強化

強化する視点

世界自然遺産登録基準を維持

海域管理計画の目的を堅持
現行計画の評価

地球温暖化を含む気候変動

生態系と生物多様性

社会経済

次期計画

２５年３月策定予定



◆遺産地域内５河川１３基のダムの改良

◆国有林５基、北海道７基、斜里町１基

◆２４年度中に全て改良予定

◆サケ科魚類の遡上効果を確認

②河川工作物の改良



河川工作物の改良（ルシャ川）

改修前

改修後





③第Ⅰ期 エゾシカ保護管理計画
(平成１９年７月策定)

第Ⅱ期 エゾシカ保護管理計画
(平成２４年４月策定) 

〈背景〉
◆知床半島のエゾシカ推定数 １万頭以上

◆越冬地の樹皮食い イチイ、オヒョウなど

◆林床植物の現存量低下

◆生物多様性への影響 など



第Ⅰ期計画の取組と課題

◆知床岬での個体数調整実施
イネ科草本類等の若干の回復

◆実験的な個体数調整
約５百頭捕獲

◆高山植物への食圧が懸念

◆夜間発砲など現行制度では困難 等



④エコツーリズムの戦略策定

◆平成２４年度中に策定予定

◆パブリックコメント実施済み

◆新たなエコツーリズムの提案と試行



２ その他の課題と取組

①ヒグマの保護管理
◆知床半島ヒグマ保護管理方針
の策定（平成２４年３月）

◆ヒグマ個体群は世界有数の高密度

◆ヒグマは重要な観光資源の一つ

◆人を恐れないヒグマの増加



ヒグマ、ごみを採食 知床国立公園 観光客不法投棄か

＜北海道新聞８月１７日朝刊掲載＞

• 【斜里】オホーツク管内斜里町の知床国立公園内の道道脇で１６日、不
法投棄されたごみを計３頭のヒグマが食べているのが目撃された。人間
の食べ物に執着すると人に近づく恐れがあり、知床財団や環境省が観光
客へマナー徹底の呼びかけを強化する。斜里署は悪質な不法投棄として
捜査している。

• 環境省ウトロ自然保護官事務所によると、同日午前９時４０分ごろ、自
然ガイドが道道脇の斜面でごみをくわえるヒグマの親子を発見。知床財
団の職員が１０分後に駆けつけると、別の１～２歳のヒグマがごみをあさ
っていた。同財団でごみを回収、斜里署が廃棄物処理法違反の疑いで現
場を調べた。

• クマがごみを食べる様子が同公園内で目撃されるのはまれ。ごみは４５
リットル袋に入った弁当の空き容器やカニの殻、メロンなどで、観光客が
投げ捨てたとみられる。現時点でクマが現場付近に執着している様子は
ないという。

• 同財団などは今後、現場周辺のパトロールを強化、関係機関と連携しな
がら注意喚起を強める。



②観光利用とヒグマ

◆知床半島先端部と中央部

「利用の心得」を作成し自己責任での立ち入

りの周知

◆知床５湖：利用調整地区に指定

・地上遊歩道の立入認定手数料

・ヒグマ活動期はガイドの引率

・人を恐れないヒグマによる歩道閉鎖

頻度の増加



知床における観光入込数の推移
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携帯トイレ普及啓発資材
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まとめ

• 海域管理の取組
• ダム改良によるサケ科魚類の産卵床増加
• 野生動物や漁業のエコツーリズムの推進
• 知床半島先端部や五湖の利用ルール作り
• 漂着ゴミなど環境保全への取組
• 環境保全意識の向上
• エゾシカやヒグマ対策が大きな課題
• 観光客の減少


